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『
本
朝
世
紀
』
紙
背
詩
懐
紙
に
見
る
南
北
朝
期
の
詩
の
様
相

大
木
　
美
乃

は
じ
め
に
─
『
本
朝
世
紀
』
紙
背
詩
懐
紙
と
は
─

　
『
本
朝
世
紀
』
は
、
鳥
羽
上
皇
の
命
を
受
け
た
藤
原
通
憲
（
一
一
〇
六
〜
一
一
五
九
）
が
、
久
安
六
年
（
一
一
五
〇
）
か
ら
編
纂
に
着
手
し
た

歴
史
書
で
あ
る
。
編
者
で
あ
る
通
憲
が
平
治
元
年
（
一
一
五
九
）
に
保
元
の
乱
で
死
亡
し
た
為
、
そ
の
編
纂
は
途
絶
し
て
し
ま
っ
た
。
現
在
、
そ

の
多
く
が
散
逸
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
一
部
を
書
写
し
た
資
料
の
一
つ
に
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
『
本
朝
世
紀
』（
田
中
穣
氏
旧
蔵
、
以

下
田
中
本
と
称
す
）
が
あ
る
。『
本
朝
世
紀
』
紙
背
詩
懐
紙
は
、
全
八
紙
か
ら
な
る
田
中
本
の
料
紙
と
し
て
、
そ
の
紙
背
が
用
い
ら
れ
た
詩
懐
紙

八
紙
の
こ
と
を
指
す
。
田
中
本
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
本
朝
世
紀
』（
柳
原
本
）
の
親
本
の
一
つ
と
さ
れ
て
お
り
、
現
在
、
鎌
倉
時
代
の
写
本

と
し
て
重
要
文
化
財
の
指
定
を
受
け
て
い
る一

。
し
か
し
、
当
該
書
に
対
し
て
旧
蔵
者
の
田
中
教
忠
氏
は
「
日
本
記
畧
」
と
い
う
書
名
を
付
し
て
い

る
。
後
に
書
名
は
『
本
朝
世
紀
』
と
改
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
書
名
に
も
疑
問
が
持
た
れ
て
い
る
。
先
行
研
究
で
は
、
書
名
の
他
、
書
写
さ
れ
た
時

期
に
つ
い
て
も
議
論
が
な
さ
れ
て
お
り
、
田
中
本
は
多
く
の
問
題
を
内
包
し
た
資
料
と
い
え
よ
う
。
そ
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
際
、

紙
背
詩
懐
紙
と
の
関
係
か
ら
考
察
さ
れ
る
こ
と
も
間
々
あ
る
。
最
初
に
そ
う
し
た
先
行
研
究
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
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『
田
中
教
忠
蔵
書
目
録
』
に
お
い
て
川
瀬
一
馬
氏
は
、『
本
朝
世
紀
』
本
文
の
書
写
時
期
を
鎌
倉
時
代
中
期
と
し
た二

。
こ
れ
は
、
国
立
歴
史
民
俗

博
物
館
に
お
け
る
館
所
蔵
田
中
穣
氏
旧
蔵
本
の
調
査三

に
お
い
て
も
同
様
の
見
解
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
疑
義
を
呈
し
た
の
は
、
橋
本
義
彦
氏

で
あ
る
。
橋
本
氏
は
、
紙
背
詩
懐
紙
の
作
者
で
あ
る
「
主
殿
頭
量
實
」
に
言
及
し
、
成
立
時
期
を
南
北
朝
期
以
降
で
あ
る
と
指
摘
し
た四

。
後
に
、

橋
本
氏
は
量
実
に
関
し
て
更
に
詳
細
に
考
察
し
て
お
り
、『
本
朝
世
紀
』
と
い
う
書
名
そ
の
も
の
に
対
す
る
問
題
提
起
も
し
て
い
る五

。
こ
れ
を
受

け
、
高
橋
秀
樹
氏
は
橋
本
氏
の
指
摘
内
容
を
認
め
、『
本
朝
世
紀
』
本
文
の
書
写
時
期
を
南
北
朝
期
と
改
め
た六

。
ま
た
堀
川
貴
司
氏
は
、
本
紙
背

詩
懐
紙
の
書
様
や
提
出
さ
れ
た
詩
会
の
性
格
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
『
旧
詩
懐
紙
案
』
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
い
る七

。

　

こ
の
よ
う
に
、
田
中
本
に
関
す
る
先
行
研
究
の
多
く
は
、
紙
背
詩
懐
紙
の
存
在
や
そ
の
作
者
に
触
れ
て
い
る
も
の
の
、
内
容
は
『
本
朝
世
紀
』

本
文
の
成
立
に
関
係
す
る
範
囲
に
留
ま
っ
て
い
る
。
詩
本
文
の
内
容
解
釈
や
作
者
に
関
す
る
詳
細
な
考
察
は
、
詩
懐
紙
全
体
に
は
及
ん
で
い
な
い

よ
う
で
あ
る
。
本
朝
の
中
世
以
降
に
制
作
さ
れ
た
詩
懐
紙
の
現
存
数
は
非
常
に
少
な
く
、
残
さ
れ
た
詩
の
本
文
の
形
式
が
い
ず
れ
も
後
世
で
は
あ

ま
り
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
七
言
律
詩
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
本
資
料
は
本
朝
の
漢
文
学
史
を
考
え
る
上
で
も
、
貴
重
な
資
料
だ
と
い
え
よ
う
。
そ
こ

で
本
稿
で
は
、
当
該
資
料
を
翻
刻
し
、
当
該
資
料
を
写
し
た
と
さ
れ
る
写
本
の
本
文
と
比
較
し
な
が
ら
校
訂
本
文
を
作
成
す
る
。
そ
し
て
、
詩
懐

紙
の
作
者
を
整
理
し
、
詩
の
内
容
を
解
釈
す
る
。
こ
う
し
た
考
察
を
通
じ
て
、
南
北
朝
期
に
制
作
さ
れ
た
七
言
律
詩
に
お
け
る
表
現
の
特
徴
の
一

端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

一
　
紙
背
詩
懐
紙
の
書
写
状
況

　

本
節
で
は
、
田
中
本
紙
背
詩
懐
紙
の
書
写
状
況
を
確
認
す
る
。
現
存
す
る
田
中
本
は
詩
懐
紙
の
天
地
に
破
損
が
あ
る
為
、
本
文
に
判
読
不
能
な

箇
所
が
存
在
す
る
。
以
前
の
田
中
本
を
書
写
し
た
資
料
を
基
に
、
可
能
な
限
り
そ
の
箇
所
に
つ
い
て
も
解
明
し
た
い
。

　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
は
、
柳
原
紀
光
（
一
七
四
六
〜
一
八
〇
〇
）
が
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
に
田
中
本
の
紙
背
詩
懐
紙
の
み
を
書
写
と
さ

れ
る
『
旧
詩
懐
紙
案
』
を
所
蔵
し
て
い
る
。
本
書
は
、
紀
光
自
筆
の
書
写
本
で
、「
右
一
巻
以
或
人
本
□
書
写
了
□
、
可
秘
々
々
、
／
安
永
第
九

正
廿
七　

従
二
位
柳
原
紀
光
」
と
い
う
書
写
奥
書
を
有
す
る
。
こ
の
書
写
奥
書
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
書
写
奥
書
を
有
す
る
の
が
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
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柳
原
本
『
本
朝
世
紀八

』
で
あ
る
。
本
書
に
は
「
右
以
或
人
所
持
古
巻
書
写
了
、
史
官
記
歟
、
頗
以
可
秘
蔵
／
安
永
第
九
正
廿
三　

従
二
位
柳
原
紀

光
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
二
書
の
書
写
奥
書
か
ら
、
紀
光
が
『
本
朝
世
紀
』
本
文
を
書
写
後
、
紙
背
を
書
写
し
た
も
の
が
史
料
編
纂
所
蔵
『
旧
詩

紙
案
』
だ
と
考
え
る
。
な
お
、
紀
光
が
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
に
書
写
し
た
詩
懐
紙
の
作
法
書
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
詩
懐
紙
草
』
に
も
、
田

中
本
の
紙
背
詩
懐
紙
が
書
写
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
史
料
編
纂
所
は
田
中
本
の
影
写
本
も
所
蔵
し
て
い
る
。
こ
の
影
写
本
は
、「
右
本
朝
世

紀
並
紙
背
詩
懐
紙
／
京
都
市
伏
見
区
日
野
西
大
道
町
／
昭
和
十
年
四
月
影
写
了
／
田
中
忠
三
郎
氏
所
蔵
」
と
い
う
書
写
奥
書
を
有
す
る
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
確
認
出
来
る
田
中
本
の
書
写
本
は
、『
旧
詩
懐
紙
案
』、『
詩
懐
紙
草
』、
影
写
本
の
三
種
で
あ
る
。
こ
れ
ら
三
種
の
本
文
は
、
い

ず
れ
も
同
じ
田
中
本
を
書
写
し
た
資
料
だ
が
、
文
字
の
闕
け
て
い
る
箇
所
等
に
異
同
が
あ
る
。
特
に
、
史
料
編
纂
所
蔵
影
写
本
、
書
陵
部
蔵
『
詩

懐
紙
草
』
で
は
、
現
在
の
田
中
本
で
は
官
署
や
詩
の
本
文
に
確
認
出
来
な
い
箇
所
に
も
間
々
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
次
節
で
は
、
昭

和
十
六
年
に
出
版
さ
れ
た
田
中
本
の
影
印
版九

を
翻
刻
し
、
他
の
書
写
本
と
対
校
し
た
上
で
、
校
訂
本
文
を
作
成
す
る
。
第
三
節
以
降
に
お
い
て
、

内
容
解
釈
を
行
う
際
に
は
こ
の
校
訂
本
文
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

二
　『
本
朝
世
紀
』
紙
背
詩
懐
紙
の
翻
字
と
校
訂

　

本
節
で
は
、
田
中
本
『
本
朝
世
紀
』
を
翻
刻
す
る
。
出
版
さ
れ
た
影
印
版
を
底
本
と
し
、
対
校
本
と
し
て
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
影
写
本

『
本
朝
世
紀
』（
以
下
、
影
と
称
す
）、
同
所
蔵
『
旧
詩
懐
紙
案
』（
以
下
、
案
と
称
す
）、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
詩
懐
紙
草
』（
以
下
、
草
と
称
す
）

を
用
い
る
。
以
下
、
田
中
本
の
翻
字
、
そ
の
校
異
、
校
訂
本
文
の
順
で
示
す
。

〔
第
一
紙
〕

　
　

閏
九
月
十
三
夜
言
志
□
＊
１

　
　
　
　
　
　
　

大
藏
權
少
輔
﹇　

﹈

屢
命
霄
遊
頻
翫
霽
一
輪

髙
掛
九
天
望
兩
家
討
義
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老
荘
道
七
世
約
期
劉
阮

鄕
餘
閏
重
秋
風
與
月

微
寒
警
節
露
爲
霜
良
朋

數
輩
撥
簾
霞
山
色
浮
盃

入
酒
膓

﹇
校
異
﹈
１ 

□
：
詩
（
影
、
案
、
草
）

【
校
訂
本
文
】

　
　

閏
九
月
十
三
夜
言
志
詩

　
　
　
　
　
　
　

大
藏
權
少
輔
﹇　

﹈

屢
命
霄
遊
頻
翫
霽

一
輪
高
掛
九
天
望

兩
家
討
義
老
荘
道

七
世
約
期
劉
阮
郷

餘
閏
重
秋
風
與
月

微
寒
警
節
露
爲
霜

良
朋
數
輩
撥
簾
霞

山
色
浮
盃
入
酒
膓

〔
第
二
紙
〕

　
　

閏
九
月
十
三
夜
言
志
詩
〈
勒
〉
＊
１
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主
殿
頭
量
實

良
辰
良
夜
明
々
月
餘
閏

添
秋
添
素
望
金
律
當
晴

詩
得
境
靑
山
雖
暮
酒
爲

鄕
菊
施
榮
色
孤
叢
露

松
伴
貞
心
累
葉
霜
遮
莫

高
鵬
低
＊
２
鷃
翅
逍
遥
一
致

動
中
腸

﹇
校
異
﹈
１
勒
：
ナ
シ
（
案
、
草
）、
２
低
：「
鳴
也
」
と
傍
記
（
案
、
草
）

【
校
訂
本
文
】

　
　

閏
九
月
十
三
夜
言
志
詩
〈
勒
〉

　
　
　
　
　

主
殿
頭
量
實

良
辰
良
夜
明
々
月

餘
閏
添
秋
添
素
望

金
律
當
晴
詩
得
境

靑
山
雖
暮
酒
爲
鄕

菊
施
榮
色
孤
叢
露

松
伴
貞
心
累
葉
霜

遮
莫
高
鵬
低
鷃
翅

逍
遥
一
致
動
中
腸
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〔
第
三
紙
〕

　
　

閏
九
月
十
三
夜
□
志
＊
１
一
首
〈
勒
〉　　

　
　
　
　
　

 ﹇　
　
　

﹈
＊
２

暮
秋
餘
閏
景
光
□
□
□
＊
３

淸
風
良
夜
望
□
□
□
□
＊
４

詩
酒
席
尊
卑
□
＊
５
已
禮
儀

鄕
香
氛
漸
減
晩
蘭
□
＊
６

貞
操
早
呈
古
柏
霜
唐
□
＊
７

易
迷
駑
質
性
鳳
才
謝
□

動
心
腸

﹇
校
異
﹈
１
□
：
言
心
（
影
）、
言
志
（
案
、
草
）、
２
﹇　
　

﹈：
大
炊
助
賴
音
（
影
、
案
、
草
）
３
□
□
□
：
好
□
□
（
影
、
案
、
草
）、

　

４
□
□
□
□
：
緇
素
延
□
（
影
、
案
、
草
）、
５
□
：
約
（
影
、
案
、
草
）、
６
□
：
露
（
影
）、
７
唐
□
：
唐
唐
（
影
）、
虎
□
（
案
、
草
）

【
校
訂
本
文
】

　

閏
九
月
十
三
夜
言
志
一
首
〈
勒
〉

　
　
　
　
　
　

大
炊
助
賴
音

暮
秋
餘
閏
景
光
好

□
□
淸
風
良
夜
望

緇
素
延
□
詩
酒
席

尊
卑
約
已
禮
儀
鄕
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香
氛
漸
減
晩
蘭
露

貞
操
早
呈
古
柏
霜

唐
唐
易
迷
駑
質
性

鳳
才
謝
□
動
心
腸

〔
第
四
紙
〕

　

閏
九
月
十
三
夜
言
志
詩
〈
勒
〉

　
　
　
　
　

權
律
師
澄
誉

無
射
十
三
淸
潔
光
今
宵

不
向
仲
秋
望
逈
看
明
月

珠
生
水
每
遇
良
辰
酒
作

鄕
古
砌
老
松
晴
後
雨

廢
籬
殘
菊
閏
餘
霜
霜
林

紅
葉
近
曾
興
何
啻
傾
盃

蕩
寸
腸

【
校
訂
本
文
】

　
　

閏
九
月
十
三
夜
言
志
詩
〈
勒
〉

　
　
　
　
　
　

權
律
師
澄
誉

無
射
十
三
淸
潔
光

今
宵
不
向
仲
秋
望
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逈
看
明
月
珠
生
水

每
遇
良
辰
酒
作
鄕

古
砌
老
松
晴
後
雨

廢
籬
殘
菊
閏
餘
霜

霜
林
紅
葉
近
曾
興

何
啻
傾
盃
蕩
寸
腸

〔
第
五
紙
〕

　
　

閏
九
月
十
三
夜
言
志
詩
〈
勒
〉

　
　
　
　
　
　

大
學
助
三
善
□
＊
１
倫

三
秋
雖
盡
有
餘
閏
可
賞

風
光
萬
里
望
黔
首
子
來

堯
舜
道
蒼
生
父
事
禮
儀

鄕
松
持
勁
葉
顕
貞
節

菊
發
孤
叢
帶
早
霜
只
耻

蓬
衡
庸
□
＊
２
意
截
蒲
功
淺

勞
中
腸

﹇
校
異
﹈
１
□
：
真
（
影
、
案
、
草
）、
２
□
：
昧
（
影
、
案
、
草
）

【
校
訂
本
文
】

　
　

閏
九
月
十
三
夜
言
志
詩
〈
勒
〉
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大
學
助
三
善
真
倫

三
秋
雖
盡
有
餘
閏

可
賞
風
光
萬
里
望

黔
首
子
來
堯
舜
道

蒼
生
父
事
禮
儀
鄕

松
持
勁
葉
顕
貞
節

菊
發
孤
叢
帶
早
霜

只
耻
蓬
衡
庸
昧
意

截
蒲
功
淺
勞
中
腸

〔
第
六
紙
〕

　
　

閏
九
月
十
三
夜
言
□
□
＊
１

　
　
　
　
　
　

左
衞
門
少
﹇　
　
　

﹈
＊
２

窮
秋
有
閏
重
良
夜
□
□
＊
３

淸
光
千
里
望
漁
□
□
□
＊
４

臨
浪
驛
旅
人
鞭
□
□
□
＊
５

鄕
芬
々
紫
菊
□
□
□
＊
６

欝
々
翠
松
拒
暁
□
□
□
＊
７

瓊
篇
多
感
興
□
□
□
□
＊
８

動
心
腸
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﹇
校
異
﹈
１
□
□
：
言
志
□
（
影
、
案
、
草
）、
２
﹇　

﹈：
尉
中
原
（
影
、
草
）、
尉
中
（
案
）、
３
□
□
：
明
月
（
影
、
案
、
草
）、
４
□
□

□
：
客
棹
舟
（
影
、
案
、
草
）、
５
□
□
□
：
馬
憶
□
（
影
、
案
、
草
）、
６
□
□
□
：
映
朝
露
（
影
、
案
、
草
）、
７
□
□
□
：
霜
六
義

（
影
、
案
、
草
）、
８
□
□
□
□
：
剰
羞
三
盞
（
影
、
案
）、：
剰
羞
三
盃
（
草
）

【
校
訂
本
文
】

　
　

閏
九
月
十
三
夜
言
志
詩

　
　
　
　
　

左
衞
門
少
尉
中
原
□
□　
　

窮
秋
有
閏
重
良
夜

明
月
淸
光
千
里
望

漁
客
棹
舟
臨
浪
驛

旅
人
鞭
馬
憶
□
鄕

芬
々
紫
菊
映
朝
露

欝
々
翠
松
拒
暁
霜

六
義
瓊
篇
多
感
興

剰
羞
三
盞
動
心
腸

〔
第
七
紙
〕

　
　

夏
日
同
賦
松
隂
宜
納
□
＊
１

　
　
　
　
　
　
　

一
首
〈
題
□
□
＊
２
／
韻
〉

　
　
　
　
　
　
　
　

景
長

納
淸
涼
氣
堪
何
處
宜
坐
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長
松
欝
々
隂
萬
木
有
秋

唐
白
思
〈
白
氏
詩
云
萬
株
松
□
３
靑
山
／
上
千
里
沙
堤
明
月
中
矣
＊
４
〉
七
株
無
夏

鄭
薰
心
月
踈
南
寺
三
更

影
〈
荊
南
頭
陀
寺
碑
文
／
云
松
疎
夏
寒
矣
〉
風
冷
北
□
□
＊
５

夜
音
一
夜
音
髙
天
＊
６
曆
瑞

憗
承
餘
葉
仰
神
林

﹇
校
異
﹈
１
納
□
：
納
涼
（
影
、
案
、
草
）、
２
□
□
：
中
取
（
影
、
案
、
草
）、
３
□
：
友
（
影
）、
４
上
千
里
沙
堤
明
月
中
矣
：
上
千
里
沙
明

□
十
□
□
（
案
、
草
）、
５
□
□
：
都
一
（
影
）、
郊
□
（
案
）、
郊
□
、
□
の
横
に
「
一
」
と
傍
記
（
草
）、
６
音
高
天
：
高
□
天
（
案
、
草
）

【
校
訂
本
文
】

　
　

夏
日
同
賦
松
隂
宜
納
涼
一
首
〈
題
中
取
／
韻
〉

　
　
　
　
　
　
　
　

景
長

納
淸
涼
氣
堪
何
處

宜
坐
長
松
欝
々
隂

萬
木
有
秋
唐
白
思
〈
白
氏
詩
云
萬
株
松
友
靑
山
／
上
□
里
沙
堤
明
月
中
矣
〉

七
株
無
夏
鄭
薰
心

月
踈
南
寺
三
更
影
〈
荊
南
頭
陀
寺
碑
文
／
云
松
踈
夏
寒
矣
〉

風
冷
北
邙
一
夜
音

一
夜
音
髙
天
曆
瑞

憗
承
餘
葉
仰
神
林



─ 94─

〔
第
八
紙
〕

　
　

夏
日
同
賦
松
隂
宜
□
□
＊
１

　
　
　
　
　
　
　

一
首
〈
題
□
□
＊
２
／
韻
〉

　
　
　
　
　

左
大
史
﹇　

﹈
＊
３

何
處
庭
前
宜
夏
心
□
□
＊
４

興
好
古
松
隂
＊
５
蓋
無
□
□
＊
６

三
庚
気
琴
有
淸
商
□
□
＊
７

音
阮
籍
竹
林
□
□
□
＊
８

嵆
康
柳
水
豈
應
□
□
□
＊
９

仙
種
堪
爲
友
貞
節
□
□

趍
紫
□

﹇
校
異
﹈
１
宜
□
□
：
宜
納
涼
（
案
、
草
）、
２
□
□
：
中
取
（
影
、
案
、
草
）、
３
﹇　
　

﹈：
匡
遠
（
影
）、
４
□
□
：
納
涼
（
影
）、
５

隂
：
蔭
（
案
、
草
）、
６
□
□
：
苦
熱
（
影
）、
７
□
□
：
一
部
（
影
）、
８
□
□
□
：
昔
近
臨
（
影
）、
昔
□
□
（
案
、
草
）、
９
□
□
□
：

臨
萬
□
（
影
）、
臨
□
□
（
案
、
草
）

【
校
訂
本
文
】

　
　

夏
日
同
賦
松
隂
宜
納
涼

　
　
　
　
　
　

一
首
〈
題
中
取
韻
〉

　
　
　
　
　

左
大
史
匡
遠

何
處
庭
前
宜
夏
心

納
涼
興
好
古
松
隂
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蓋
無
苦
熱
三
庚
気

琴
有
淸
商
一
部
音

阮
籍
竹
林
昔
近
臨

嵆
康
柳
水
豈
應
臨

萬
□
仙
種
堪
爲
友

貞
節
□
□
趍
紫
〔
禁
〕

三
　
紙
背
詩
懐
紙
の
作
者
と
制
作
時
期

　

本
節
で
は
、
詩
懐
紙
の
作
者
に
つ
い
て
考
察
し
た
う
え
で
、
詩
懐
紙
の
制
作
時
期
を
考
え
た
い
。

　

八
枚
の
詩
懐
紙
は
、
全
て
筆
跡
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
八
名
の
異
な
る
作
者
に
よ
り
制
作
さ
れ
た
と
考
え
る
。
詩
懐
紙
の
官
署
に
は
、

大
蔵
権
少
輔
、
主
殿
頭
量
実
、
大
炊
助
頼
音
、
権
律
師
澄
誉九

、
大
学
助
三
善
真
倫
、
左
衛
門
少
尉
中
原
、
景
長
、
左
大
史
匡
遠
と
記
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
内
、
名
前
や
官
職
か
ら
出
自
を
確
認
出
来
る
人
物
を
、
先
行
研
究
と
合
わ
せ
て
考
察
す
る
。
ま
ず
第
二
紙
の
作
者
、
主
殿
頭
量
実
は
、

橋
本
氏
が
小
槻
氏
（
壬
生
流
）
出
身
の
小
槻
量
実
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た一

〇

。
量
実
は
、
正
四
位
下
左
大
史
小
槻
匡
遠
男
で
、
自
身
は
正
五

位
上
左
大
史
に
至
っ
て
い
る一

一

。
詩
懐
紙
に
あ
る
「
主
殿
頭
」
補
任
の
時
期
は
、
不
明
で
あ
る
。
橋
本
氏
は
『
師
守
記一

二

』
貞
和
元
年
（
一
三
四
五
）

六
月
十
四
日
条
に
「
主
殿
頭
量
實
」
と
あ
る
こ
と
を
根
拠
に
、
補
任
時
期
が
貞
和
元
年
以
前
だ
と
指
摘
す
る
。
こ
の
記
事
に
は
、
匡
遠
が
主
殿
頭

量
実
、
大
蔵
権
少
輔
興
緒
と
共
に
中
原
師
香
を
訪
ね
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
興
緒
も
ま
た
量
実
同
様
、
匡
遠
の
実
子
で
あ
る
。
他
に
同

書
同
五
年
（
一
三
五
〇
）
正
月
十
六
日
条一

三

に
も
「
主
殿
頭
量
實
」
と
そ
の
名
前
を
確
認
出
来
る
。
ま
た
、『
後
愚
昧
記一

四

』
貞
治
五
年
（
一
三
六
六
）

五
月
四
日
条
に
「
左
大
史
小
槻
匡
遠
」
卒
去
、
続
く
七
日
条
に
「
左
大
史
小
槻
量
實
」
卒
去
の
記
事
が
残
る
。
橋
本
氏
の
言
及
は
田
中
本
の
紙
背

に
留
ま
る
が
、
量
実
以
外
の
作
者
の
出
自
に
つ
い
て
も
他
の
写
本
の
記
述
を
元
に
検
討
が
可
能
で
あ
る
。
そ
の
一
人
が
、
第
八
紙
の
作
者
「
左
大

史
匡
遠
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
量
実
の
父
、
匡
遠
を
指
す
と
考
え
る
。
匡
遠
は
、
小
槻
千
宣
男
で
元
亨
三
年
（
一
三
二
三
）
に
左
大
史
に
補
任
さ
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れ
、
没
す
る
ま
で
そ
の
官
職
に
あ
っ
た
。
他
に
、
小
槻
氏
の
関
係
者
と
し
て
、
第
三
紙
の
作
者
で
あ
る
大
炊
助
賴
音
を
指
摘
で
き
る
。
こ
れ
は
、

匡
遠
の
子
と
し
て
先
に
名
前
の
出
た
正
五
位
上
大
蔵
権
少
輔
小
槻
興
緒
男
、
小
槻
頼
音
を
指
す
と
考
え
る
。
つ
ま
り
、
頼
音
は
匡
遠
の
孫
に
相
当

す
る
。
頼
音
は
、『
中
院
一
品
記一

五

』
暦
応
三
年
（
一
三
四
〇
）
十
一
月
二
十
日
条
に
「
大
炊
助
頼
音
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
園
太
暦一

六

』
貞

和
五
年
二
月
十
五
日
条
に
は
「
和
泉
守
小
槻
頼
音
」
と
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
頼
音
が
「
大
炊
助
」
と
官
署
に
記
す
時
期
は
、
貞
和
五
年
以
前
と

な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

続
い
て
、
第
七
紙
の
作
者
「
景
長
」
に
つ
い
て
述
べ
る
。
山
田
尚
子
氏
は
、
景
長
の
詩
の
内
容
を
解
釈
す
る
に
あ
た
り
、「
景
長
」
は
菅
原
景

長
で
あ
る
と
指
摘
し
た一

七

。
菅
原
景
長
は
従
二
位
大
蔵
卿
菅
原
季
長
男
で
、
自
身
は
正
四
位
下
少
納
言
に
至
っ
て
い
る
。
景
長
の
作
品
が
匡
遠
の
も

の
と
同
じ
端
作
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
両
者
は
同
じ
詩
会
に
出
席
し
て
い
た
と
考
え
る
。
二
紙
の
端
作
に
は
「
一
首
」
の
前
に
「
應
教
」
等
の
記

述
が
な
く
、
官
署
も
簡
略
的
に
記
さ
れ
て
い
る
。『
光
明
院
御
即
位
記一

八

』
に
両
者
の
名
前
が
確
認
出
来
る
こ
と
等
か
ら
、
匡
遠
と
景
長
は
同
じ
北

朝
に
仕
え
る
者
と
し
て
近
し
い
関
係
に
あ
っ
た
と
考
え
る
。

　

続
い
て
、
詩
の
作
者
の
官
歴
の
確
認
を
元
に
、
詩
懐
紙
の
制
作
時
期
を
検
討
し
た
い
。
橋
本
氏
は
、
先
述
し
た
量
実
に
関
連
す
る
記
事
の
記
述

を
基
に
詩
会
の
時
期
を
貞
和
元
年
以
降
、
貞
治
五
年
以
前
の
閏
九
月
、
即
ち
貞
和
二
年
（
一
三
四
六
）
或
は
貞
治
四
年
（
一
三
六
五
）
の
閏
九
月

と
指
摘
し
た
。
ま
た
『
詩
懐
紙
案
』、『
詩
懐
紙
草
』
に
は
、
共
に
第
一
紙
の
作
品
の
冒
頭
に
紀
光
に
よ
っ
て
「
貞
治
四
年
也
」
と
い
う
注
が
付
さ

れ
て
い
る
。
確
か
に
、
量
実
の
官
歴
に
よ
り
、
第
一
か
ら
六
紙
の
作
品
が
提
出
さ
れ
た
詩
会
は
、
貞
和
二
年
或
は
貞
治
四
年
の
閏
九
月
と
い
う
可

能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
先
述
の
通
り
頼
音
が
「
大
炊
助
」
と
記
す
時
期
は
、
貞
和
五
年
以
前
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
第
一
か
ら
六
紙
は
、

貞
和
二
年
閏
九
月
十
三
日
に
催
さ
れ
た
詩
会
に
お
け
る
作
品
の
可
能
性
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
第
七
、
八
紙
に
つ
い
て
は
、
景
長
の
官

歴
が
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
詩
会
の
時
期
の
特
定
が
困
難
で
あ
る
。
匡
遠
が
左
大
史
で
あ
っ
た
元
亨
三
年
以
降
貞
治
五
年
以
前
と
の
み
指
摘
し
て
お

く
。

　

こ
こ
ま
で
詩
懐
紙
の
作
者
を
整
理
し
た
こ
と
に
よ
り
、
小
槻
氏
出
身
者
の
名
が
多
く
確
認
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
第
一

紙
の
「
大
蔵
権
少
輔
」
に
つ
い
て
改
め
て
検
討
し
て
お
き
た
い
。
量
実
が
主
殿
頭
で
あ
っ
た
時
期
、
大
蔵
権
少
輔
で
あ
っ
た
人
物
と
し
て
、
先
の
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『
師
守
記
』
の
記
述
よ
り
小
槻
興
緒
が
挙
げ
ら
れ
る
。
興
緒
は
匡
遠
の
実
子
で
あ
り
、
頼
音
の
父
親
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
量
実
等
と
同
じ

詩
会
に
出
席
し
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
出
来
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
本
詩
懐
紙
が
提
出
さ
れ
た
詩
会
は
、
ど
の
よ
う
な
性
格
を
持
つ
の
か
。
詩
懐

紙
の
端
作
に
は
、
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
「
應
教
」
の
よ
う
な
詩
会
の
主
催
者
の
地
位
を
示
す
語
句
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
出
席
者
に
は
小
槻

氏
出
身
者
が
目
立
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
詩
懐
紙
が
提
出
さ
れ
た
詩
会
が
小
槻
氏
と
同
程
度
の
位
階
を
持
つ
北
朝
側
の
官
人
に
よ
る
私

的
な
文
事
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
と
考
え
る
。

四
　
詩
懐
紙
本
文
の
表
現
の
特
徴

　

本
節
で
は
、
残
さ
れ
た
詩
懐
紙
の
表
現
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
第
一
か
ら
六
紙
は
「
閏
九
月
十
三
夜
言
志
」
と
い
う
詩
題
を
有
す
る
無
題
詩
、

第
七
、
八
紙
は
「
松
隂
宜
納
涼
（
松
陰
宜
し
く
納
涼
す
べ
し
）」
と
い
う
句
題
詩
で
あ
る
。
ま
ず
、
句
題
詩
の
解
釈
を
通
じ
て
南
北
朝
期
の
句
題

詩
作
品
に
お
い
て
も
前
代
同
様
、
平
安
時
代
中
期
に
確
立
さ
れ
た
句
題
詩
の
構
成
方
法一

九 

や
押
韻
、
平
仄
を
守
り
、
作
詩
し
て
い
る
か
を
検
討
し

た
い
。
そ
こ
で
、
以
下
に
第
七
紙
の
景
長
の
作
品
を
掲
出
す
る
。
上
段
に
校
訂
本
文
、
中
段
に
書
き
下
し
文
、
下
段
に
平
仄
の
順
で
示
す
。
平
仄

は
平
声
を
○
、
仄
声
を
●
、
韻
字
を
◎
と
す
る
。（
以
下
、
同
。）

〔
第
七
紙
〕

　
　

夏
日
同
賦
松
隂
宜
納
涼
一
首
〈
題
中
取
／
韻
〉　

景
長 

【
平
仄
】

1
納
淸
涼
氣
堪
何
處　

清
涼
な
る
気
を
納
れ
て
何
処
に
か
堪
ふ
る 

●
○
○
●
○
○
●

2
宜
坐
長
松
欝
々
隂　

宜
し
く
坐
す
べ
し 

長
松
欝
々
た
る
陰 

○
●
○
○
●
●
◎

3
萬松
隂木 

有宜
納
涼秋 

唐
松
隂白

思
〈
白
氏
詩
云
万
株
松
友
青
山
／
上
千
里
沙
堤
明
月
中
矣
〉
万
木
に
秋
有
り 

唐
白
の
思 

●
●
●
○
○
●
○

4
七松
隂株 

無宜
納
涼夏 

鄭
松
隂薰
心　

七
株
に
夏
無
し 

鄭
薫
の
心 

●
○
○
●
●
○
◎

5
月宜
納
涼踈 

南
松
隂

寺
三
更
影
〈
荊
南
頭
陀
寺
碑
文
／
云
松
踈
夏
寒
矣
〉　

月
疎
か
な
り 

南
寺
の
三
更
の
影 

●
○
○
●
○
○
●

6
風宜
納
涼冷 

北
松
隂

邙
一
夜
音　

風
冷
じ 

北
邙
の
一
夜
の
音 

○
●
●
○
●
●
◎
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7
一
夜
音
髙
天
曆
瑞　

一
夜
の
音
高
し 

天
暦
の
瑞 

●
●
○
○
○
●
●

8
憗
承
餘
葉
仰
神
林　

憗
に
餘
葉
を
承
け
て
神
林
を
仰
ぐ 

●
○
○
●
●
○
◎

　

最
初
に
、
押
韻
と
平
仄
を
確
認
す
る
。
端
作
に
「
題
中
取
韻
（
題
の
中
よ
り
韻
を
取
る
）」
と
あ
り
、
詩
題
の
「
隂
」
が
本
作
品
の
韻
字
で
あ

る
。「
隂
」
は
廣
韻
下
平
声
第
二
一
侵
韻
で
あ
り
、「
心
」「
音
」「
林
」
は
同
じ
侵
韻
で
あ
る
た
め
、
押
韻
は
守
ら
れ
て
い
る
。
平
仄
に
つ
い
て
も

下
段
に
示
し
た
通
り
、
二
四
不
同
、
二
六
対
、
避
下
三
連
、
粘
法
の
四
点
が
全
て
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
出
来
る
。

　

次
に
、
当
該
詩
が
句
題
詩
の
構
成
方
法
に
基
づ
き
作
詩
さ
れ
て
い
る
の
か
を
確
認
す
る
。
ま
ず
首
聯
を
見
る
。
首
聯
で
は
、
詩
題
の
五
文
字
が

全
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
出
来
る
。
次
い
で
、
頷
聯
を
み
る
。
頷
聯
と
頸
聯
で
は
、
各
句
が
詩
題
を
敷
衍
し
て
い
る
か
を
確
認
し
た

い
。
第
三
句
上
二
字
「
萬
木
」
は
、
作
者
の
示
す
注
の
本
文
と
「
千
」
の
部
分
に
異
同
が
あ
る
も
の
の
、『
白
氏
文
集
』
巻
二
十
（

1338
）「
夜
帰
」

の
「
萬
株
松
樹
靑
山
上
、
十
里
沙
堤
明
月
中
。（
万
株
の
松
樹
青
山
の
上
、
十
里
の
沙
堤
明
月
の
中
。）」
を
踏
ま
え
た
表
現
と
考
え
る
。
同
句
下

三
字
「
唐
白
思
」
と
は
、
注
に
示
し
た
詩
の
作
者
、
白
居
易
を
指
す
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
五
字
は
詩
題
の
「
松
隂
」
を
言
い
換
え
て
い
る
。
こ
の

部
分
と
対
偶
関
係
に
あ
る
第
四
句
上
二
字
「
七
株
」
と
下
三
字
「
鄭
薰
心
」
を
見
る
。
こ
の
部
分
は
、
唐
の
鄭
薫
が
七
株
の
松
を
植
え
て
い
た
と

い
う
故
事
を
踏
ま
え
て
い
る
。
こ
ち
ら
も
第
三
句
同
様
、「
松
隂
」
を
言
い
換
え
て
い
る
と
考
え
る
。
一
方
、
詩
題
「
宜
納
涼
」
を
表
す
の
が
、

第
三
句
「
有
秋
」
と
、
そ
れ
と
対
を
な
す
第
四
句
「
無
夏
」
で
あ
ろ
う
。
第
三
句
で
は
、
松
の
下
は
涼
し
く
、
そ
こ
に
秋
が
来
た
か
の
よ
う
だ
と

述
べ
る
。
ま
た
第
四
句
で
は
、
松
の
下
が
涼
し
い
こ
と
で
、
あ
た
か
も
夏
で
は
な
く
な
っ
た
か
の
よ
う
に
、
そ
の
厳
し
い
暑
さ
か
ら
解
放
さ
れ
た

と
述
べ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
頷
聯
で
は
、
詩
題
「
松
隂
宜
納
涼
」
を
破
題
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
出
来
た
。

　

続
け
て
、
頸
聯
を
見
る
。
第
五
句
上
二
字
「
月
踈
」
は
、「
松
隂
」
を
表
す
。
こ
の
句
の
注
に
は
、
王
巾
の
「
桂
深
冬
燠
、
松
踈
夏
寒
。（
桂
深

く
し
て
冬
燠
か
く
、
松
疎
か
に
し
て
夏
寒
し
。）」（『
文
選
』
巻
五
十
九
「
頭
陀
寺
碑
文
」）
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
注
か
ら
、
詩
題
の
「
宜

納
涼
」
を
表
す
と
考
え
る
。
ま
た
、
同
句
下
五
字
「
南
寺
三
更
影
」
の
「
南
寺
」
は
松
の
植
え
ら
れ
て
い
る
「
荊
南
」
の
頭
陀
寺
を
指
す
。「
三

更
影
」
と
は
、
松
に
よ
っ
て
上
空
が
覆
わ
れ
、
そ
の
下
が
夜
の
よ
う
に
暗
く
な
っ
た
様
子
を
表
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
詩
題
の
「
松
隂
」
を
表
し
て

い
る
。
対
偶
関
係
に
あ
る
「
風
冷
」
は
、
松
風
が
吹
き
、
そ
の
音
の
涼
し
さ
を
表
現
す
る
。『
和
漢
朗
詠
集
』（
巻
上
、
夏
・
納
涼
164
）「
池
冷
水
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無
三
伏
夏
、
松
高
風
有
一
声
秋
。（
池
冷
じ
う
し
て
は
水
に
三
伏
の
夏
無
し
、
松
高
う
し
て
は
風
に
一
声
の
秋
有
り二

〇

。）」
等
、
そ
の
用
例
が
見
ら

れ
る
。
こ
こ
で
は
、
詩
題
の
「
宜
納
涼
」
を
言
い
換
え
る
。
ま
た
「
北
邙
一
夜
音
」
の
「
北
邙
」
と
は
、
長
安
の
北
に
あ
る
漢
の
五
帝
の
陵
墓
、

北
邙
に
植
え
ら
れ
た
松
を
指
す
。「
一
夜
音
」
と
は
、
松
に
覆
わ
れ
夜
の
よ
う
に
暗
い
中
で
、
松
風
の
琴
の
よ
う
な
音
が
響
く
こ
と
を
言
う
。
こ

れ
に
よ
り
「
松
隂
」
を
言
い
換
え
る
。
な
お
頸
聯
各
句
「
三
更
」
と
「
一
夜
」
の
対
は
、『
本
朝
無
題
詩
』
巻
三
「
月
下
即
事
」
に
「
寒
水
三
更

穿
凍
掬
、
秋
庭
一
夜
蹈
霜
行
。（
寒
水
三
更
に
凍
を
穿
ち
て
掬
ひ
、
秋
庭
一
夜
霜
を
踏
み
て
行
く二

一

。）」
と
あ
る
よ
う
に
本
朝
で
間
々
見
ら
れ
る
表

現
で
あ
る
。

　

最
後
に
尾
聯
を
見
る
。
第
七
句
下
三
字
「
天
暦
瑞
」
の
「
天
暦
」
と
は
村
上
天
皇
の
御
世
を
指
す
。
こ
の
言
葉
は
、
藤
原
忠
通
が
「
祖
宗
天
曆

明
時
相
、
尋
蹤
箇
中
写
舊
塵
。（
祖
宗
は
天
暦
明
時
の
相
、
跡
を
尋
ね
て
箇
中
に
旧
塵
を
写
さ
む
。）」（『
本
朝
無
題
詩
』
巻
四
「
春
三
首
其
一
」）

と
詠
ん
だ
よ
う
に
、
素
晴
ら
し
い
治
世
の
時
期
の
象
徴
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
第
八
句
の
「
餘
葉
」
と
は
、
代
々
の
自
身
の
家
が
伝

え
て
き
た
官
職
を
継
ぐ
こ
と
を
い
う
と
考
え
る
。
現
在
の
治
世
が
天
暦
期
の
よ
う
に
天
皇
の
徳
が
行
き
わ
た
っ
て
い
る
中
で
、
気
が
進
ま
な
い
な

が
ら
も
、
自
身
が
官
職
を
継
ぐ
と
い
う
自
謙
の
表
現
は
、
述
懐
の
常
套
表
現
と
言
え
よ
う
。
以
上
の
検
討
に
よ
り
、
本
詩
懐
紙
に
見
え
る
句
題
詩

が
、
そ
れ
ま
で
厳
格
に
守
ら
れ
て
い
た
押
韻
、
平
仄
の
規
則
と
共
に
、
平
安
時
代
以
降
の
句
題
詩
の
構
成
方
法
を
踏
ま
え
て
作
詩
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
確
認
出
来
た二

二

。
次
に
、
そ
の
表
現
に
目
を
向
け
た
い
。
第
七
紙
の
句
題
詩
の
分
析
を
通
じ
て
、
頷
聯
、
頸
聯
の
表
現
の
典
拠
・
用
例
と
し

て
、『
文
選
』
や
『
白
氏
文
集
』、『
和
漢
朗
詠
集
』
が
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
同
時
に
、
平
安
時
代
末
期
に
本
朝
で
成
立
し
た

総
集
の
影
響
も
窺
え
る
。
当
該
詩
は
、
前
代
同
様
に
中
国
の
書
物
の
他
、
幼
学
書
を
受
容
し
、
作
詩
し
て
い
た
と
考
え
る
。

で
は
、
無
題
詩
は
ど
う
か
。
詩
を
二
首
取
り
上
げ
、
そ
の
詩
の
表
現
の
特
徴
を
考
察
し
た
い
。

〔
第
二
紙
〕

　
　

閏
九
月
十
三
夜
言
志
詩
〈
勒
〉　

主
殿
頭
量
實 
【
平
仄
】

1
良
辰
良
夜
明
々
月　

良
辰
良
夜 

明
々
た
る
月 
○
○
○
●
○
○
●

2
餘
閏
添
秋
添
素
望　

餘
閏 

秋
に
添
へ
素
を
添
ふ
る
望 

○
●
○
○
○
●
◎
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3
金
律
當
晴
詩
得
境　

金
律
晴
れ
に
当
た
り
て
詩
境
を
得
た
り 

○
●
○
○
○
●
●

4
靑
山
雖
暮
酒
爲
鄕　

青
山
暮
る
と
雖
も
酒
を
郷
と
為
す 

○
○
○
●
●
○
◎

5
菊
施
榮
色
孤
叢
露　

菊
は
栄
色
を
施
す 

孤
叢
の
露 

●
○
○
●
○
○
●

6
松
伴
貞
心
累
葉
霜　

松
は
貞
心
を
伴
ふ 

累
葉
の
霜 

○
●
○
○
●
●
◎

7
遮
莫
髙
鵬
低
鷃
翅　

遮
莫
（
さ
も
あ
ら
ば
あ
れ
）
高
鵬
低
鷃
の
翅
は 

○
●
○
○
○
○
●

8
逍
遙
一
致
動
中
腸　

逍
遥
一
致
し
て
中
腸
を
動
か
す 

○
○
●
●
●
○
◎

　

こ
れ
は
、
小
槻
量
実
の
作
品
で
あ
る
。
頷
聯
「
詩
得
境
」
は
『
白
氏
文
集
』
巻
二
十
二
（

2276
）「
秋
池
二
首
其
二
」
の
「
間
中
得
詩
境
、
此
境

幽
難
説
。（
間
中
詩
境
を
得
、
此
境
幽
に
し
て
説
き
難
し
。）」
等
の
表
現
を
踏
ま
え
て
い
る
。
そ
の
対
偶
関
係
に
あ
る
「
酒
爲
鄕
」
は
、『
和
漢
朗

詠
集
』（
巻
下
、
雑
・
酒
482
）
の
白
居
易
の
「
生
計
抛
來
詩
是
業
、
家
園
忘
却
酒
爲
鄕
。（
生
計
抛
ち
来
た
る
詩
是
れ
業
な
り
、
家
園
忘
却
し
て
酒

郷
為
り
。）」
を
踏
ま
え
て
い
る
。
ま
た
、
尾
聯
の
「
髙
鵬
低
鷃
」、「
逍
遙
一
致
」
は
、『
白
氏
文
集
』
巻
三
十
四
（

3260
）「
喜
與
楊
六
侍
御
同
宿
」

の
「
濁
水
淸
塵
難
会
合
、
髙
鵬
低
鷃
各
逍
遙
。（
濁
水
清
塵
会
合
し
難
し
、
高
鵬
低
鷃
各
お
の
逍
遥
す
。）」
を
踏
ま
え
て
い
る二

三

。
こ
の
よ
う
に
、

量
実
の
詩
の
表
現
に
は
、『
白
氏
文
集
』
や
、『
和
漢
朗
詠
集
』
の
影
響
を
強
く
窺
う
こ
と
が
出
来
る
。
ま
た
、「
金
律
」
や
「
菊
」
の
よ
う
に
、

秋
に
関
わ
る
表
現
が
各
句
に
見
ら
れ
る
。
端
作
の
閏
九
月
は
、
本
来
で
あ
れ
ば
十
月
、
季
節
は
秋
か
ら
冬
に
変
わ
る
時
期
で
あ
る
。
し
か
し
、
閏

九
月
は
暦
の
上
で
は
九
月
に
該
当
し
、
季
節
は
秋
と
な
る
。
い
つ
も
よ
り
ひ
と
月
多
い
秋
を
更
に
楽
し
も
う
と
し
、
各
句
に
そ
れ
と
関
係
す
る
表

現
を
詠
み
込
み
つ
つ
、
詩
を
構
成
し
て
い
る
。
続
い
て
、
同
じ
詩
題
を
有
す
る
第
五
紙
の
三
善
真
倫
の
作
品
を
掲
出
す
る
。

〔
第
五
紙
〕

　
　

閏
九
月
十
三
夜
言
志
詩
〈
勒
〉　

大
學
助
三
善
真
倫 

【
平
仄
】

1
三
秋
雖
盡
有
餘
閏　

三
秋
尽
く
と
雖
も
餘
閏
有
り 
○
○
○
●
●
○
●

2
可
賞
風
光
萬
里
望　

賞
す
べ
し 

風
光
万
里
の
望 
●
●
○
○
●
●
◎

3
黔
首
子
來
堯
舜
道　

黔
首
の
子
の
ご
と
く
来
た
り 

堯
舜
の
道 

○
●
●
○
○
●
●
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4
蒼
生
父
事
禮
儀
鄕　

蒼
生
の
父
の
ご
と
く
事
へ
り 

礼
儀
の
郷 

○
○
●
●
●
○
◎

5
松
持
勁
葉
顕
貞
節　

松
は
勁
葉
を
持
し
て
貞
節
を
顕
す 

○
○
●
●
●
○
●

6
菊
發
孤
叢
帶
早
霜　

菊
は
孤
叢
に
発
き
て
早
霜
を
帯
ぶ 

●
●
○
○
●
●
◎

7
只
耻
蓬
衡
庸
昧
意　

只
だ
恥
づ 

蓬
衡
庸
昧
の
意 

○
●
○
○
○
●
●

8
截
蒲
功
淺
勞
中
腸　

截
蒲
功
浅
く
し
て
中
腸
を
労
す 

○
○
○
●
●
○
◎

　

右
は
、
大
学
助
三
善
真
倫
の
作
品
で
あ
る
、
先
の
量
実
の
作
品
と
同
じ
詩
題
で
作
詩
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
表
現
の
典
拠
・
用
例
を
検
討
し
た

い
。
第
三
句
上
二
字
「
黔
首
」
と
第
四
句
上
二
字
「
蒼
生
」
は
、
い
ず
れ
も
人
民
の
意
で
あ
る
。「
黔
首
」
は
、『
史
記
』「
秦
始
皇
本
紀
」
等
に

そ
の
用
例
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、「
蒼
生
」
は
、『
尚
書
』「
益
稷
」
を
典
拠
と
す
る
表
現
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
二
語
を
対
句
と
す
る
例
は
、『
本

朝
無
題
詩
』
巻
五
「
述
懐
」
の
大
江
匡
房
の
「
蒼
生
非
一
何
開
口
、
黔
首
且
千
豈
盡
頭
。（
蒼
生
一
に
非
ず
何
ぞ
口
を
開
か
む
、
黔
首
且
つ
千
豈

に
頭
を
尽
く
さ
む
。）」
等
、
本
朝
の
詩
集
に
確
認
出
来
る
。

　

続
い
て
頸
聯
を
見
よ
う
。
こ
の
聯
で
は
、
松
と
菊
を
対
句
と
し
て
用
い
て
お
り
、
先
の
量
実
の
作
品
の
表
現
と
一
致
す
る
点
が
あ
る
。
第
五

句
か
ら
、
そ
の
表
現
を
考
察
す
る
。「
松
」
と
「
勁
葉
」
は
、
一
年
を
通
じ
て
色
が
変
化
し
な
い
こ
と
か
ら
そ
の
節
操
の
堅
さ
を
詩
に
詠
ん
で
い

る
。『
百
二
十
詠
』「
松
」
に
「
歳
寒
終
不
改
、
勁
節
幸
君
知
。（
歳
寒
く
し
て
終
に
改
め
ず
、
勁
節
君
に
知
れ
む
こ
と
を
幸
ふ
。）」
と
あ
り
、
こ

う
し
た
表
現
を
踏
ま
え
て
い
る
。
一
方
、
第
六
句
で
は
、
花
の
中
で
最
も
遅
く
咲
く
菊
の
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
。
第
六
句
の
表
現
は
、『
白
氏
文

集
』
巻
三
十
一
（

2774
）「
重
陽
席
上
賦
白
菊
」
の
「
滿
園
花
菊
鬱
金
黄
、
中
有
孤
叢
色
似
霜
。（
満
園
の
花
菊
は
鬱
金
の
ご
と
く
黄
な
り
、
中
に
孤

叢
有
つ
て
色
霜
に
似
た
り
。）」
を
踏
ま
え
て
い
る
。
第
八
句
「
截
蒲
」
と
は
、『
蒙
求
』（
276
溫
舒
截
蒲二

四

）
に
あ
る
、
前
漢
の
温
舒
が
貧
し
さ
に
よ

り
蒲
を
伐
っ
て
筆
と
詩
、
勉
学
に
励
ん
だ
と
い
う
故
事
を
典
拠
と
す
る二

五

。

　

こ
こ
ま
で
、
無
題
詩
二
首
を
取
り
上
げ
、
そ
の
表
現
を
考
察
し
た
。
句
題
詩
同
様
、『
白
氏
文
集
』
や
『
史
記
』、
幼
学
書
で
あ
っ
た
『
百
二
十

詠
』
や
『
蒙
求
』
の
影
響
も
窺
え
る
。
ま
た
平
安
時
代
後
期
に
本
朝
で
成
立
し
た
漢
詩
の
総
集
の
影
響
も
同
時
に
確
認
出
来
る
。
本
詩
懐
紙
は
、

そ
の
受
容
例
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
出
来
る
と
考
え
る
。
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お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、『
本
朝
世
紀
』
紙
背
詩
懐
紙
に
つ
い
て
、
詩
会
の
時
期
や
作
者
、
詩
の
表
現
を
考
察
し
た
。
田
中
本
『
本
朝
世
紀
』
の
紙
背
は
、

そ
れ
だ
け
で
は
詩
懐
紙
全
体
の
姿
を
知
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
写
本
も
検
討
す
る
こ
と
で
、
作
者
や
表
現
の
特
徴
を
検
討
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
曖
昧
で
あ
っ
た
詩
懐
紙
の
制
作
時
期
に
つ
い
て
は
、
対
校
に
よ
り
作
者
の
官
歴
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

で
、
一
部
で
は
あ
る
が
推
定
を
更
に
進
め
る
こ
と
が
出
来
た
。
共
に
明
ら
か
に
な
っ
た
詩
の
表
現
に
つ
い
て
は
、
句
題
詩
の
場
合
、
平
安
中
期
に

確
立
し
た
構
成
方
法
が
南
北
朝
期
に
お
い
て
も
守
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
出
来
た
。
明
確
な
構
成
方
法
を
持
た
な
い
無
題
詩
も
含
め
、
そ
の
表

現
に
は
、『
白
氏
文
集
』
や
『
文
選
』
と
い
っ
た
中
国
の
作
品
の
影
響
や
、
幼
学
書
の
受
容
、
本
朝
で
成
立
し
た
漢
詩
の
総
集
の
影
響
を
指
摘
出

来
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
当
時
の
下
級
官
人
に
ま
で
、
句
題
詩
の
構
成
方
法
や
、『
白
氏
文
集
』『
文
選
』
の
知
識
が
浸
透
し
て
い
た
こ
と
を
窺
え

る
。

　

南
北
朝
期
よ
り
後
に
成
立
し
た
本
朝
の
漢
詩
は
、
そ
の
多
く
が
七
言
絶
句
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
為
、
七
言
律
詩
の
句
題
詩
に
お
い

て
、
平
安
時
代
中
期
に
確
立
し
た
句
題
詩
の
構
成
方
法
が
ど
の
時
期
ま
で
守
ら
れ
、
実
際
に
作
詩
さ
れ
て
い
た
か
を
窺
い
知
る
事
は
困
難
で
あ

る
。
本
資
料
に
よ
り
、
南
北
朝
期
に
お
い
て
も
、
句
題
詩
の
構
成
方
法
や
押
韻
、
平
仄
の
規
則
が
厳
格
に
守
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と

が
出
来
た
。
本
資
料
は
、
南
北
朝
期
に
ま
で
句
題
詩
の
構
成
方
法
が
連
綿
と
受
け
継
が
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
日
本
漢
文
学
史
に
お
け

る
句
題
詩
の
構
成
方
法
の
受
容
と
い
う
点
で
重
要
な
意
味
を
も
つ
と
考
え
る
。

　

そ
し
て
判
明
し
た
作
者
に
は
小
槻
氏
出
身
者
の
名
前
が
多
く
確
認
さ
れ
る
。
詩
会
の
主
催
者
に
よ
っ
て
付
け
る
べ
き
「
應
教
」
な
ど
の
文
字
も

端
作
に
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
に
よ
り
、
懐
紙
の
作
者
が
出
席
し
た
詩
会
は
小
槻
氏
と
同
程
度
の
位
階
を
有
す
る
官
人
の
私
的
な
文
事
で
あ
っ
た

と
考
え
る
。
取
り
上
げ
た
句
題
詩
に
見
る
「
天
暦
瑞
」
と
い
う
表
現
や
、
家
臣
の
貞
節
を
訴
え
る
「
松
」
の
表
現
は
、
当
時
の
天
皇
に
対
す
る
忠

心
を
示
す
為
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
南
朝
と
北
朝
に
分
裂
し
て
い
た
当
時
、
小
槻
匡
遠
は
官
務
家
出
身
と
し
て
北
朝
の
政
治
の
中
枢
に
あ
っ
た
と
い

う二
六

。
ま
た
、
匡
遠
と
景
長
が
共
に
光
明
天
皇
に
伺
候
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
詩
会
は
、
北
朝
を
支
え
る
官
人
達
が
そ
の
忠
心
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を
示
し
団
結
を
図
る
場
と
し
て
も
機
能
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

﹇
附
記
﹈
史
料
の
利
用
を
ご
許
可
頂
い
た
宮
内
庁
書
陵
部
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
（
五
十
音
順
）
に
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
る
。
ま
た
本
稿
は
平
成
二
九
年
度
に
提
出
し
た
稿
者
の
博
士
論
文
の
一
部
を
改
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
ご
教
示
頂
い
た
佐
藤

道
生
氏
、
本
間
洋
一
氏
、
合
山
林
太
郎
氏
、
山
田
尚
子
氏
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

註一 

毎
日
新
聞
社
編
『
国
宝
・
重
要
文
化
財
大
全
』（
七
、
書
跡
（
上
巻
）、
毎
日
新
聞
社
出
版
、
一
九
九
八
年
）。
田
中
本
は
、
昭
和
十
年
に
国
宝
の
指
定

を
受
け
、
後
に
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

二 

川
瀬
一
馬
編
『
田
中
教
忠
蔵
書
目
録
』（
田
中
穣
、
一
九
八
七
年
）

三 

田
中
本
調
査
団
「「
田
中
穣
氏
旧
蔵
典
籍
古
文
書
」
所
収
記
録
類
目
録
」（『
国
立
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
七
十
二
集
、
一
九
九
七
年
）

四 

橋
本
義
彦
「
本
朝
世
紀
解
題
」（『
平
安
貴
族
社
会
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
年
、
初
出
一
九
七
一
年
）

五 

橋
本
義
彦
「
田
中
本
『
本
朝
世
紀
』
は
本
朝
世
紀
か
」（『
日
本
歴
史
』
第
六
〇
八
号
、
一
九
九
九
年
）

六 

高
橋
秀
樹
『
田
中
穣
氏
旧
蔵
典
籍
古
文
書
目
録　

古
文
書
・
記
録
類
編　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
資
料
目
録
﹇
１
﹈』（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
編
、
国

立
歴
史
民
俗
博
物
館
振
興
会
、
二
〇
〇
〇
年
）

七 

堀
川
貴
司
「
詩
懐
紙
通
観
」（『
詩
の
か
た
ち
・
詩
の
こ
こ
ろ
―
中
世
日
本
漢
文
学
研
究
―
』
若
草
書
房
、
二
〇
〇
六
年
、
初
出
二
〇
〇
三
年
）

八 

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
本
朝
世
紀
』〔
柳
│
五
五
九
〕、
外
題
に
は
「〈
極
秘
〉
史
官
記
」、
右
肩
に
「
康
保
四
年
五
六
月
秋
冬
／
〈
安
和
元
〉
同
五
年
春
四

五
月
」
と
あ
る
。
紀
光
の
書
写
奥
書
は
、
第
八
張
裏
に
存
す
。

九 

貴
重
図
書
影
本
刊
行
会
編
『
日
本
記
略　

国
宝
本
朝
世
紀
古
鈔
本
残
欠
』（
便
利
堂
、
一
九
四
一
年
）。
本
書
は
書
名
に
『
日
本
記
略
』
と
あ
る
が
、
現
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在
は
『
本
朝
世
紀
』
と
名
を
改
め
た
田
中
本
の
影
印
で
あ
る
。

一
〇 
注
四
、
五
書
参
照
。

一
一 
橋
本
氏
は
宮
崎
康
充
氏
に
よ
る
「
左
大
史
」
と
あ
る
量
実
に
つ
い
て
、「
量
実
の
官
務
職
相
続
の
実
が
な
か
っ
た
」
と
い
う
指
摘
を
紹
介
し
て
い
る
。

（
前
掲
注
五
書
）
参
照
。

一
二 

藤
井
貞
文
、
小
林
花
子
校
訂
『
師
守
記
』（
第
三
、
史
料
纂
集
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
九
年
）

一
三 

藤
井
貞
文
、
小
林
花
子
校
訂
『
師
守
記
』（
第
四
、
史
料
纂
集
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
七
〇
年
）

一
四 

『
大
日
本
古
記
録　

後
愚
昧
記
』（
一
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
〇
年
）

一
五 

『
大
日
本
古
記
録　

中
院
一
品
記
』（
上
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
八
年
）

一
六 

『
園
太
暦
』（
巻
三
、
太
洋
社
、
一
九
三
七
年
）

一
七 

山
田
尚
子
「
破
題
の
行
方
│
朗
詠
註
展
開
の
一
側
面
│
」（『
重
層
と
連
関
：
続
中
国
故
事
受
容
論
考
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
六
年
、
初
出
二
〇
〇
六
年
）

一
八 

『
続
群
書
類
従
』（
第
十
輯
下
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
五
七
年
）

一
九 

句
題
詩
と
そ
の
構
成
方
法
に
つ
い
て
は
、
主
に
以
下
を
参
考
に
し
た
。
柳
澤
良
一
「『
本
朝
麗
藻
』『
新
撰
朗
詠
集
』
に
つ
い
て
」（『
和
漢
比
較
文
学
』

第
九
号
、
一
九
九
二
年
）。
本
間
洋
一
「
平
安
朝
句
題
詩
考
」（『
王
朝
漢
文
学
表
現
論
考
』
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
二
年
、
初
出
一
九
九
三
年
）。
小
野
泰

央
「
平
安
朝
句
題
詩
の
制
約
―
題
字
を
発
句
に
載
せ
る
こ
と
―
」（『
平
安
朝
天
暦
期
の
文
壇
』
風
間
書
房
、
二
〇
〇
八
年
、
初
出
一
九
九
四
年
）。
堀

川
貴
司
「
中
世
漢
文
学
概
観
―
詩
を
中
心
に
―
」『
詩
の
か
た
ち
・
詩
の
こ
こ
ろ
』
若
草
書
房
、
二
〇
〇
六
年
、
初
出
一
九
九
六
年
）。
佐
藤
道
生
「
句

題
詩
詠
法
の
確
立
―
日
本
漢
文
学
上
の
菅
原
文
時
」（『
平
安
後
期
日
本
漢
文
学
の
研
究
』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
三
年
）。
蔣
義
喬
「
詠
物
詩
か
ら
句
題

詩
へ
│
句
題
詩
詠
法
の
生
成
を
め
ぐ
っ
て
」（『
和
漢
比
較
文
学
』
三
五
、
二
〇
〇
五
年
）。
佐
藤
道
生
「
句
題
詩
概
説
」（『
句
題
詩
論
考
―
王
朝
漢
詩

と
は
何
ぞ
や
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
六
年
、
初
出
二
〇
〇
七
年
）。

二
〇 

以
下
、『
和
漢
朗
詠
集
』
に
つ
い
て
は
、
久
保
田
淳
監
修
、
佐
藤
道
生
・
柳
澤
良
一
著
『
和
漢
朗
詠
集
・
新
撰
朗
詠
集
』（
和
歌
文
学
体
系
47
、
明
治
書

院
、
二
〇
一
一
年
）
を
参
照
。

二
一 

以
下
、『
本
朝
無
題
詩
』
に
つ
い
て
は
、
本
間
洋
一
『
本
朝
無
題
詩
全
注
釈
』（
一
〜
三
、
新
典
社
、
一
九
九
二
〜
一
九
九
四
年
）
を
参
照
。

二
二 

以
下
に
主
要
な
典
拠
・
用
例
を
示
す
。
○
鬱
々
〔
百
二
十
詠
、
031
松
〕
鬱
々
高
山
上
、
森
々
幽
澗
陲
。
○
七
株
・
鄭
薫
心
〔
南
部
新
書
巻
五
〕
鄭
少
師

薫
於
里
第
植
小
松
七
本
、
自
号
七
松
処
士
。
異
代
可
対
五
柳
先
生
。
○
北
邙
〔
藝
文
類
聚
巻
十
四
、
帝
王
部
・
陳
宣
帝
〕
随
江
総
陳
宣
帝
哀
策
文
曰
、

鳥
哀
哀
而
驚
曙
、
松
瑟
瑟
而
吟
枝
、
異
故
郷
之
絲
竹
、
非
舊
宅
之
塤
箎
、
掃
秋
葉
而
無
尽
、
薦
春
桜
而
願
知
、
北
邙
已
謝
。



─ 105─

二
三 

以
下
に
主
要
な
語
句
の
典
拠
・
用
例
を
示
す
。
○
金
律
〔
文
鳳
抄
巻
二
、
歳
時
部
・
秋
、
雑
秋
〕
素
秋
、
素
律
、
素
節
、
金
商
、
金
律
、
白
蔵
、
清
秋
、

清
商　

○
青
山
〔
藝
文
類
聚
巻
三
、
歳
時
部
・
秋
〕
梁
簡
文
帝
秋
夜
詩
曰
、
高
秋
渡
函
、
墜
露
下
芳
枝
。
緑
潭
倒
雲
気
、
青
山
銜
月
規
。
○
貞
心
〔
文

選
巻
二
十
一
、
遊
仙
詩
、
何
劭
〕
青
青
陵
上
松
、
亭
亭
高
山
栢
。
光
色
冬
夏
茂
、
根
柢
無
彫
落
。
吉
士
懐
貞
心
、
悟
物
思
遠
託
。

二
四 

池
田
利
夫
『
蒙
求
古
註
集
成
』（
上
巻
、
汲
古
書
院
、
一
九
八
八
年
）
参
照
。

二
五 

以
下
に
主
要
な
語
句
の
典
拠
・
用
例
を
示
す
。
○
顕
貞
節
〔
文
選
巻
十
、
西
征
賦
〕
勁
松
彰
於
歳
寒
、
貞
臣
見
於
国
危
。
○
黔
首
〔
漢
書
、
秦
始
皇
本

紀
〕
分
天
下
、
以
為
三
十
六
郡
、
郡
置
守
尉
監
。
更
名
民
曰
、
黔
首
。
○
蒼
生
〔
尚
書
、
益
稷
〕
兪
哉
、
帝
光
天
之
下
、
至
于
海
隅
蒼
生
。
○
勁
葉

〔
百
二
十
詠
、
031
松
〕
歳
寒
終
不
改
、
勁
節
幸
君
知
。﹇
注
﹈
一
本
、
范
雲
詠
松
詩
云
、
凌
風
知
勁
節
。
○
截
蒲
〔
蒙
求
、
276
溫
舒
截
蒲
〕
漢
書
路
溫
舒
、

鉅
鹿
人
。
牧
羊
於
大
澤
中
。
截
蒲
以
為
書
。
太
守
見
而
奇
之
、
使
埽
学
仕
至
臨
淮
守
也
。

二
六 

匡
遠
に
つ
い
て
は
、『
増
補
史
料
大
成　

勘
仲
記
三
、
冬
平
公
記
、
匡
遠
記
』（
臨
川
書
店
、
一
九
七
五
年
）
参
照
。


